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水
田
農
業
の
現
状
と
課
題

　

国
東
市
の
水
田
農
業
は
戦
後
、
ほ
と

ん
ど
の
家
が
農
家
で
あ
っ
た
く
ら
い

大
々
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
近

年
で
は
、
担
い
手
不
足
・
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
み
、
農
業
就
労
人
口
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
少
子
化
に
よ

り
、
補
助
的
な
労
働
力
も
少
な
く
な

り
、
機
械
化
に
よ
り
省
力
化
が
進
ん
だ

と
は
い
え
労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
穫
が
天
気
に
よ
っ
て
大
き

く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
経
営
（
収
入
）
に

安
定
性
が
な
い
こ
と
も
後
継
者
不
足
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
農
業
政
策
の
転
換
や
前
述
し
た

理
由
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
よ
う
な
（
あ
る
い
は
解

消
す
る
）
農
業
行
政
も
課
題
で
す
。

　

国
東
市
の
基
幹
産
業
は
、
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
で
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
農
業
の
浮
き
沈
み
は
、
国
東
市
勢
発
展
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
今
月
号
で
は
、
国
東
市
の
水
田
農
業
を
と
り

ま
く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

国東市の
将来に向けた
国東市の
将来に向けた

国東市の農業組織・認定農業者等の状況 （8月20日現在）

※現在検討中の集落あり

町　名 地区名 名　　　称

国見町

国東町

武蔵町

安岐町

浦　　手
竹田津干拓
見　　地
吉　　木
山　　吹
下治郎丸
池 ノ 内
中　　園
山　　口
糸　　永

うらて
竹田津干拓
見地生産組合
よしき
山吹営農組合
国東さんらいずふぁーむ
いけのうち
中園営農組合
山口生産組合
いとなが

農
業
政
策
の
転
換
に
対
す
る

市
の
対
応

　

合
併
を
は
さ
ん
だ
、
平
成
17
年
度
か

ら
18
年
度
に
か
け
て
、
旧
町
ご
と
に
農

家
へ
の
説
明
会
を
開
き
、
集
落
単
位
で

自
分
の
集
落
の
将
来
に
つ
い
て
（
農
業

を
ど
う
す
る
か
）
話
し
合
い
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
大
き
く
次
の
３

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

①
　

集
落
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
担
い
手

（
認
定
農
業
者
）
を
選
定
し
、
そ
の

農
家
に
農
地
を
集
積
し
て
将
来
の
集

落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

②
　

集
落
の
中
の
農
家
・
地
権
者
で
作

ら
れ
た
組
織
（
農
事
組
合
法
人
・
特
定

農
業
団
体
ま
た
は
同
様
の
要
件
を
満

た
す
組
織
）
に
農
地
を
集
積
し
て
将

来
の
集
落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

③
　

今
ま
で
ど
お
り
個
人
で
管
理
す
る
。

※

集
落
の
中
に
は
①
と
②
が
融
合
す
る

集
落
も
あ
り
ま
す
。

農事組合法人（集落営農型）

町　　名 人　数
国　見　町
国　東　町
武　蔵　町
安　岐　町
合　計

49
129
51
106
335

認定農業者数

地　区　名 協 定 数
国 見 地 区
国 東 地 区
武 蔵 地 区
安 岐 地 区
合    計

10
26
6
17
59

協定参加者（戸）
375
460
195
716
1,746

面　積（㎡）
1,391,273
1,452,579
1,032,564
4,918,044
8,794,460

交付金額（円）
14,816,693
21,339,551
13,000,109
59,647,805
108,804,158

平成18年度  中山間地域等直接支払地区集計表

町　名 地区名 名　　　称

国東町

武蔵町

安岐町

長　　野
浜　　陽
寺　　山
富　　来
下 成 仏
中　　田
北　　江
立　　野
原

小　　城
三 井 寺
志 和 利
下 山 口
朝来地区

長野営農組合
浜陽営農生産組合
寺山営農生産組合
富来営農組合
下成仏営農組合
中田営農組合
北江営農組合
立野営農組合
原営農組合
小城営農組合
なのはなの郷  三井寺
志和利営農組合
下山口営農組合
あさぎり営農組合

任意の集落営農組織

水田農業施策水田農業施策
認
定
農
業
者
制
度
と
は

　

農
業
経
営
者
が
作
成
す
る
農

業
経
営
改
善
計
画
書
（
５
年
後

の
農
業
経
営
の
目
標
）
の
内
容

が
、
市
町
村
が
策
定
す
る
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構
想

に
照
ら
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
、
そ
の
計
画
の
認
定

を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
の
実

現
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
制
度
で
す
。
農
業
経
営
改
善

計
画
の
認
定
を
受
け
た
農
業
経

営
者
を
「
認
定
農
業
者
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域
等
（
山
間
部

や
山
間
に
至
る
途
中
の
傾
斜
の
多
い
地
域
）

に
お
い
て
生
産
条
件
の
不
利
な
農
地
を
耕
作

す
る
方
々
等
が
、
５
年
間
に
わ
た
り
農
地
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

（
協
定
の
締
結
）
を
条
件
に
、
農
地
の
生
産
条

件
、
耕
作
面
積
に
応
じ
た
額
（
直
接
支
払
交

付
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

農
事
組
合
法
人
と
は

　

農
事
組
合
法
人
は
、
農
業
協
同
組
合
法
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
法
人
で
、「
組
合
員
の

農
業
生
産
に
つ
い
て
の
協
業
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
協
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
事
組
合
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、

３
人
以
上
の
農
民
が
発
起
人
と
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

集
落
営
農
型
の
法
人
は
、
集
落
内
で
の
合

意
形
成
が
重
要
で
す
。
十
分
な
話
し
合
い
を

行
い
集
落
の
実
状
に
あ
っ
た
法
人
設
立
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

任
意
の
集
落
営
農
組
織
と
は

　

新
た
な
経
営
安
定
対
策
で
あ
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
組
織
は
、

法
人
ま
た
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
任
意
の

集
落
営
農
組
織
で
す
。

　

任
意
の
集
落
営
農
組
織
に
は
「
特
定
農
業

団
体
」
と
「
特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
」

が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
農
業
団
体
は
、
代
表
者
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
定
め
た
定
款
又
は
規
約
を
有
し
、

農
業
生
産
法
人
に
な
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の

計
画
が
農
林
水
産
省
令
に
定
め
る
基
準
・
要

件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
を
策
定
し
市
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
は
、
特
定

農
業
団
体
と
同
等
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
の
策

定
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

集
落
の
実

態
に
即
し
た

形
で
組
織
を

立
ち
上
げ
、

次
第
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
法
人
化

を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。


